研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　　青山荘　　　　　職　種　精神保健福祉士　　氏　名　須々田　珠実

	期　　間　　平成　22　年　6月　23　日　

	出張目的　　平成22年度地域生活支援研修への参加

	出 張 先　　青森県立精神保健福祉センター

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【所感】

　今回の研修は、各関係機関において精神障害者支援に携わる従事者が、地域生活の視点から当事者を支えていくための技術、技法として、心理社会的アプローチについて学ぶことを目的としたものであった。参加者は県内各地で精神障害者支援に従事する保健師、ＳＷ、看護師等で構成され、46名の参加があった。

　午前はスライドによる講義を聴講した。十数年前の薬物療法の変化に伴って、ＳＳＴや心理教育、ＡＣＴと言われる心理社会的アプローチが徐々に前者に追随する形で進んできたこと、精神障害からのリカバリー＝回復ではなく、疾病、障害ではない部分をどう広げられるかによって、病気ではない部分への気づきから自信へと繋がり、その結果、その人なりの人生を歩めるようになるということであった。

私たち支援者が当事者を前にした時、“何が問題なのか、何ができないのか”という視点で相手を見ているが、“どのようなことができるのか、得意なのか”というストレングス視点に変えることで、当事者が主体的に生き方を考えられるような関わりとなることを講義、実技実践を通して学んだ。

これまで、自分もその視点を持つことの必要性は感じていたため、相手のストレングスを意識した関わりを持つよう心掛けてきたつもりでいたが、実際に支援の中に活かせていないと感じることも多かった。やはり、自分も対象者について考える時、“この方に何ができるのか、どうすれば良い方向へ向かうのか”という自分主体の考え方が前提にあり、客観的にみると一人よがりの支援を進めようとしていただけで、相手の意識や意欲がその場にあり、支援する側と共に進まなければ意味がないことを現場での関わりを振り返りながら実感できた。

今回の研修を通して、相手の反応や意思を確認しながら進める、という当たり前のことを、意図しながら行うことが、良い意味で自分の支援を楽にさせることに気付いた。そのように意図した関わりの積み重ねが、対象とする本人や家族に主体性を持たせ、結果的にその方を援助することになるのだと感じた。主体性を持っていただくことで初めて技術や技法が活かされるとのことから、まずは、日頃の利用者との関わりから主体性を意識した関わりを行い、今回学んだ技術、技法を実践で活かしていきたいと思う。

【研修要旨】

『みんなで暮らしていこう～精神障害を持つ人と共に～』

　－心理社会的アプローチの理解と実践―

　講師：Office　夢風舎　フリーランスナース＆ソーシャルワーカー　

ぴあ・さぽ千葉コーディネーター　土屋　徹

精神障害からのリカバリーは、ひとりひとりが精神疾患や精神障害によって、制限されたり、制約を設けられずに生きることを意味する。病気になる前に戻るのではなく、自分が目標とする、または希望とする生き方を目標にする。

○支援者の関わり方

・常にその人（精神障害がある方）の回復を信じて、その人の強さを活かすような関わりをすることで、本人は自分を信じ、元気になり、前向きな人生を考えていけるようになる。その人の病気でない部分を気づかせ、病気でない部分を広げることが大切である。

・関わりの中で、何が問題なのか、何ができないのか？から、どんなことができるのか、得意なのか

　？という視点に変えてみる

・医療者側主体の治療計画⇒患者様と共に作る看護計画⇒対象者と共に作るプラン（地域生活）⇒自分で描く人生設計、とその人の夢や希望に向って「点ではなく線」で支える

○プランのたて方

・本人参画型プランを考えることで、①本人の治療への意欲が高まる②健康的な自分に目が行くようになる③生活の変化をしようと考えるようになる④その人の本来持っている力に注目が出来る⑤自分自身のリカバリーのプロセスの道筋が出来るというメリットがある。

・プランの項目：①目標の設定②目標に向けての一歩③自分の頑張ること④プライマリー（担当者）のすること⑤その他スタッフのすること⑥その他（家族等）の人がすること

○プラン実施について

・『自分の頑張ること』を設定し、対人的なことで不安がある時は個別ＳＳＴを利用して練習する。

○ＳＳＴとは

・人それぞれに応じた生きやすさを見つける方法

・受け止め（受診）、考え（処理）、相手に伝える（送信）技能の強化

○家族の心理的教育

・家族教室や家族相談会は、わかりやすい言葉と内容で家族に情報を伝える場であり、対処方法について話し合い、工夫や出来ることをのばす場（ＳＳＴ、問題解決技能訓練を利用）、参加しているもの同士が支え合い気持ちが楽になれる場である。一方的に情報を伝えるだけでなく、今後の対処方法を一緒に検討していく。

【考察】

　本人の主体性を重視する考え方と言っても、「自分が」どうしたいという事に慣れていない方が多い。それは施設入所者にも同じことが言える。入院中からスタッフと一緒にプランを作ることで、安心して治療に参加出来るようになる、本人主体のプラン作りを通して現実検討の機会を持つことができ、退院や地域生活に向けた意識や行動変化が見込まれる、などメリットが考えられる。本人のモチベーションが安定した状態で地域へ移行することができれば、その後の方向性も見通しが立てやすくなると思う。

　技術や技法以前に、主体性を引き出す姿勢は支援する側が持っていなければいけない、対象者との関わり全てにおいて言えることである、と土屋氏が説明されていた。具体的には、確認行為をたくさん取る、「どうしたいの？」と常に問い返す、ことで考え（させ）るくせ付けをしているとのことであった。

ＳＳＴなど、現在施設で行っているプログラムはスタッフ主導で進められており、利用者側も参加しなければいけない、あるいは参加させられていないかを点検する必要があり、もっと主体性を持ってもらえるような関わりや改善が必要なのではないか考えなければならない。プログラムという規定された枠を使うことで利用者も構えてしまうが、土屋氏が話していたように、日頃の関わりの中で相手が構えず自然な形で主体性を強化できるトレーニングを行っていきたい、そのような関係性を利用者と築いていきたいと思った。

【研修要旨】

『演習～心理社会的アプローチの理解と実践～』

演習内容：

（ウォーミングアップ）

・５分間多くの人に自己紹介する。　

・５～７人１グループになり自分の良いところを自己紹介する。グループ全員から褒めてもらう。褒められた後、感想を言う。

（問題解決技能訓練）

　プランの立て方

・２人組になり、目標を言う人と、支援担当者の役を決める。２人で一緒にプランを立てる。

プラン内容：①私のこれからしたいこと、私の強み 　②（①に向けた）小さなステップ　

　　　　　　 ③私のすること　④支援担当者が一緒にすること　⑤家族にしてほしいこと

　面接技法

・２人組になり、相談する役と相談を受ける役を決める。相談を受ける役が、相談する役に何を求めて相談しにきたのか聞く。（「何に困っているか」でなく「どう頑張っているのか」）

・話を聞いて、良い点、頑張っていることを評価し相手に返す。

「～ということを頑張っているとお伝えしました。今日私が相談を受けていますが、この場でどんなアドバイス、アイデアがほしいですか？」→どうしてほしいか相談者に尋ねる。

・一緒に解決方法を考える。相談を受ける役は、出来るだけ相談する役が自ら答えを出すように導く。

・思ったことや感じたことを伝える（指示や指導はいらない）。

・最後に今後どのようにしたいか確認する。

（家族心理教育の進め方）

・本人の良いところを５つ挙げてもらう。（グループの場合：うちの家族自慢）

　一緒に悪い部分を出さない。頑張っているという視点で聞く。

　・家族（相談者）がどう対応しているかをたくさん返す。

　　以下は問題解決技能訓練と同じ手順で行う。

　※情報（例：病気、薬、再発等）＋グループ対処（ＳＳＴ、問題解決技能を用いる）としっかり枠組みを作ることで心理教育になる。

【考察】

演習では、問題解決技能訓練のプランの立案方法、面接場面での対応、心理教育の進め方を行った。プランを立てる際のポイントは、「自分がすること」と「支援担当者が一緒にすること」、「家族（または他のスタッフ）にしてほしいこと」を整理し、担当者と相談して決める点である。私は目標を立てる側を体験したが、順序立てて支援担当者と共に一つずつ検討しながら決めることで、頭の中が整理され、自分がやるべきことが明確になること、自分だけではなく支援担当者や周囲の人がサポートし、一緒に取り組んでくれるという安心感を持つことができた。目標達成の小さなステップではあるが、取り組みの過程を応援する人がいること、支援側の役割も共に考え、明確にすることで、より実行力が後押しされ、意欲も高まるように感じた。目標が明確でなかったり、方向性が分らなくなっている利用者に対しても、整理し、順序立てて考えられるこの技法は効果的であり、本人が持っている希望や要望に沿ってプランを作ることで、次第に目標や方向性が見えてくることも期待できる。

　面接技法や家族心理教育も基本的には問題解決技能訓練のプラン立案と同じ視点で進めていくものであることを学んだ。相談者に対し、どのようなアドバイス、アイデアが欲しいのかを面接場面で直接尋ねるということはこれまで考えたことがなかったが、相談者が意思、要求を表出することで、主体的に問題に取り組む姿勢を助長させる効果的な方法だと感じた。本人との関わり、家族との関わり双方に共通しているのは、頑張りを認めた上で、自分で答えを出してもらうことであった。相談者（本人、家族）の本心（希望、要求）を汲み取り、支援の中に反映させられるような関わり方ができるよう、今後取り組んでいきたいと感じた。
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